
（熊谷市）記者クラブ取材情報 

事業の名称等 

「熊谷市行政改革大綱・後期実施計画」の平成２２年度の実施状況 

１．実施日時等   平成 ２２年 ４月 １日から 

平成 ２３年 ３月３１日まで 

２．会場・主催地 

３．主催者・関係者 

（１）団体名等 

（２）代表者名                    ＴＥＬ 

４．事業内容 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

５．経緯・経過 

 

 

 

 

６．効果 行政改革による効果を新たなまちづくりや子育て応援施策、暑さ対策等の 

 

 

 

７．その他 

 

 

※ 資料の有無（ 有 ・ 無 ） 

担当課                     担当者 

連絡先 ＴＥＬ                                                    

今後の予定: 市報(H24.1 月号)で実施状況を市民へお知らせするとともに、市ホーム 

ページに実施状況報告書を掲載する予定。 

「熊谷市行政改革大綱・後期実施計画」に基づき、平成 22年度から 24年度までの計画 

期間において、① 公共サービスの重点化 ② 効率的な行政運営 ③ 健全な財政運営    

の 3つの改革目標のもと、「低コスト高満足市政への転換」を基本理念として、45項目に 

取り組んだ。 

これらの財政上の効果は、金額に換算できるものを対象として概算すると、1年間で 

約 12億円（一般会計の約 2％）、前期実施計画の累積の効果を加えると、4年間（平成 

19年度から 22年度まで）で約 119億円(累計)にのぼる。 

（後期期間での目標が平成 22年度に達成された主な項目）                        

・職員数を 1,446人に減員 （目標 1,446人 → 実施 1,446人）             

・公共工事コストの縮減  （目標 4％ → 実施 5.8％）                

・3年間で 5社以上の企業立地の実施（目標 5社 → 実施 5社） 

熊谷市 

熊谷市 

熊谷市 

 048-524-1111 熊谷市長 富 岡   清 

 

 平成 19年度～24年度までを対象とした行政改革大綱に基づき、平成 22年に「熊谷市  

行政改革大綱・後期実施計画」を策定し、具体的な内容や目標値を目指して全庁的に取り

組みを行った。なお、熊谷市行政改革推進委員会へ進捗状況を報告し、意見書をいただい

ている。 

環境施策や中小企業支援、また、小中学校の体育館の建替を進めたり、中央消防署の建替を

行うなどの財源に向けることができた。 

また、将来の負担を減らすために市債の繰上償還を行い、将来にわたる負担の軽減を図った。

 

 

主幹 福 島 秀 一 

048-524-1111 内線 210 

行政改革推進室 


